
１．はじめに

　里山には，オオタカ Accipiter gentilisやノスリ

Buteo buteo，サシバ Butastur indicusなど数種の猛禽

類が生息している．里山生態系の上位種である猛禽

類は，その地域の豊かさを表すものさしであり，し

ばしば里山保全のシンボルとされる１），２）．長野県版

レッドデータブックでは，里山に生息する猛禽類の

ほとんどの種が掲載され，ハチクマ Pernis apivorus

やオオタカ，サシバは絶滅危惧Ⅱ類，ノスリは準絶

滅危惧にリストアップされている３）．その中でも，

サシバは里山林（営巣地）とそれに隣接して谷津田

（採餌場所）がある環境を代表する猛禽類である４），５）．

動物園の飼育個体数，そして，繁殖地や渡りの通過

地点，越冬地の個体数推移の記録から，サシバは

１９６０年代以後，全国的に減少し，オオタカは増加し

てきていることが示唆されている６）．

　本プロジェクトの重点調査地域である浅川地域及

びその周辺では，既存資料等から１１１種の鳥類が記

録され，その中で，ミサゴ Pandion haliaetus，ハチク

マ，トビ Milvus migrans，オオタカ，ハイタカ A．

nisus，ノスリ，サシバ，そしてチョウゲンボウ Falco 

tinnunculusという８種の猛禽類が確認されている７）．

そのため，２００１年の繁殖期に浅川地域とその周辺

（飯綱町，中野市豊田地区，信濃町にまたがる地域）

の猛禽類の分布状況を予備的に調査した．その結果，

４種の猛禽類，サシバとノスリ，ハチクマ，オオタ

カの生息を確認した．それら猛禽類は調査地に一様

に分布しているのではなく，種によって分布に偏り

が見られた．サシバは谷津田環境が多く見られる飯

綱町や中野市豊田地区に多く分布し，計１５ヶ所で生

息を確認した．オオタカは千曲川や犀川がつくる扇

状地と山地との境に４ヶ所生息していた．それに対

して，ノスリは平野部を除く地域に一様に分布する

傾向が見られ，計１７ヶ所で生息を確認した．ハチク

マはノスリと同様の分布傾向を示すが，生息が確認

されたのは計７ヶ所であった．浅川地域について見

てみると，サシバの生息は確認されず，ノスリが山

麓斜面から火山扇状地の飯綱高原にかけて６ヶ所で

生息が確認された．この結果から，浅川地域および

その周辺地域には主に４種類の猛禽類が繁殖してい

る可能性が指摘された．この中で，幾つかの地域で

おこなわれた調査・研究から（東ほか １９９８），その

生息が里山における人の営みと密接に関連すること

が指摘されているサシバについて，詳しい生息密度

や生息環境の調査をおこなった．

２．調査地・調査方法

　調査地は，長野市の浅川地域 ･飯綱町（旧牟礼村と

旧三水村）･中野市豊田地区（旧豊田村）にまたがる

長辺１９．５㎞，短辺６．５㎞の範囲（面積１２６�）であり，

同地域は飯縄山の東麓と斑尾山の南麓に連なる丘陵

地と段丘の発達する盆地状の平坦地に開ける農村地

帯である（図１）．

　２００２年４月６日から７月１０日の間に５７日，主に午

前中に，調査地全域を主に車でくまなく走査した．

サシバを発見した場合には，その個体をできる限り

追跡し，採餌行動や個体関係などを記録した．また，

営巣林や営巣木の発見につとめ，できる限りサシバ
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　長野県北部の浅川地域及びその周辺で，里山の猛禽類の生息状況を２００２年の繁殖期（４月～７月）に調査した．その

結果，飯綱町（旧牟礼村と旧三水村）と中野市豊田地区（旧豊田村）には，里山の中でも谷津環境を利用する猛禽類，

サシバが数多く生息していた．サシバの行動圏内には水田環境が最も多く含まれ，餌を採る場所は水田環境であった．

そして，水田環境の中でも畦やその法面で多くの採餌をおこなっていた．

キーワード：サシバ，Butastur indicus，里山，長野市浅川地域

長野県環境保全研究所
研究プロジェクト成果報告 ５：５１‐５５（２００６）
（信州の里山の特性把握と環境保全のために）

 ＊ 長野県環境保全研究所　自然環境チーム　〒３８１‐００７５　長野市北郷２０５４‐１２０



の繁殖状況を確認した．サシバの生息環境を調べる

ために，国土地理院発行の土地利用図を利用した．

３．結果・考察

　調査地内で２２のサシバの行動圏が発見された（図

２）．単位面積あたりの行動圏数は，０．１７／�で

あった．これはサシバの生息密度が高いとされる栃

木の１．２－１．６／�の約１０分の１であった５）．調査地

の中では，飯綱町牟礼地区から中野市豊田地区にか

けてサシバの生息は確認されたが，長野市の浅川地

域（調査地の南西部）ではサシバは全く生息しなかっ

た．

　サシバの行動圏内の土地利用では，個体Ｍ５とＳ

１を除く９個体では水田が最も多く，リンゴなどの

果樹園と森林がその次であった（図３）．そして，耕

作地（水田，畑，そして果樹園）の利用割合はすべ

ての個体で５０％以上であった．一方，調査地の環境

割合では森林が最も高く（５８．９％），次いで水田

（１５．７％）であり，サシバの行動圏内に含まれる土地

利用は，それとは著しく異なっていた．

　次に，サシバがとまった場所と餌をとるために利

用した土地利用について見てみる（図４）．サシバが

とまり場所として利用した土地利用で最も高かった

のは水田（４９．９％）であり，次いで林（３２．４％）で

あった．一方，サシバが餌をとるためにアタックし

た場所の土地利用は大部分が水田（８０．９％）であり，

次いで果樹園（８．０％）であった．

　これまでは，土地利用とサシバのとまり場所や採

餌場所の関係をみたが，行動観察から実際に採餌を

した場所について季節ごとの違いを検討した（図５）．

４月から６月までの３ヶ月では，水田環境の中でも

畦及び畦の法面が重要であり，その割合は５０％を超

えていた．一方，水田内で餌を採る割合は４月が最

も高く，季節が進むにつれて減少した．これは稲の

成長と関連があると思われる．それとは逆に，樹冠

での採餌は４月ではほとんど観察されなかったが，

季節が進むにつれて増加した．

　サシバの生息という観点から見ると，調査地の里

山は長野市浅川地域とそれ以外の飯綱町牟礼地区か

ら中野市豊田地区にかけての地域に二分することが

でき，予備調査の結果を裏付けるものとなった．サ

シバは谷津田のような里山林と農地，集落を含めた

里山がコンパクトにある環境を必要とするが，浅川

地域にはそのような環境が少ないためにサシバは生

息できないのではないかと考えられる． 
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図１　調査地の土地利用
土地利用については，国土地理院発行の土地利用図（１／２５，０００），長野（１９７９），中野西
部（１９７９），替佐（１９７９），若槻（１９８３）を使用した．
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Home Range and Nest Site of Butastur indicus
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図 2　サシバの行動圏と営巣地
多角形は行動圏，○は営巣地を表す．網掛けの多角形は発信器を装着した個体のもの．
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図３　サシバの行動圏内の土地利用割合
横軸はサシバの行動圏名を示す．Study Areaは調査地全域の土地利用割合を示す．
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図４　サシバのとまり場所（n＝６５７）と採餌場所（n＝１８８）の土地利用割合
採餌場所は実際に餌を取った場所だけでなく，餌をとるために攻撃した場所も含む．
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図５　サシバの採餌場所のマイクロハビタット
４月，５月，６月のサンプルサイズは，それぞれ８６，１２３，１２５であった．
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